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京都女子大学図書館所蔵「覚（早川太兵衛大坂鑓場之次第）」の翻刻と基礎的考察（堀）



す
る
た
め
、
前
田
勢
の
陣
営
に
果
敢
に
攻
め
込
み
、
御
宿
の
旗
印
を
立
て
掛
け
て
い

る
。
こ
の
と
き
の
太
兵
衛
は
「
骸
ノ
上
之
恥
辱
ト
存
、
迚
討
死
可
仕
候
ハ
ヽ
、
敵
江

御
宿
か
旗
ヲ
掛
ケ
而
、
何
茂
討
死
可
仕
与
存
」
と
討
死
覚
悟
で
戦
功
を
挙
げ
る
こ
と

に
執
着
し
て
お
り
（
6
）、
た
と
え
討
死
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
何
よ
り

戦
功
を
挙
げ
る
こ
と
を
優
先
す
る
、
当
時
の
武
士
の
倫
理
観
が
読
み
取
れ
よ
う
。

第
二
に
、
大
坂
の
陣
後
に
お
け
る
大
坂
落
人
の
所
遇
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
認

め
ら
れ
る
。
大
坂
の
陣
後
太
兵
衛
は
、
丹
波
国
桑
田
郡
野
々
村
、
次
い
で
山
城
国
葛

野
郡
小
野
に
隠
れ
潜
ん
で
い
た
（
15
～
16
）。
こ
の
よ
う
に
人
目
を
避
け
た
理
由

は
、
当
時
徳
川
家
康
が
、
大
坂
落
人
を
見
つ
け
次
第
改
易
す
る
よ
う
命
令
を
下
し
て

い
た
か
ら
だ
と
い
う
（
16
）。
実
際
、
大
坂
落
城
後
間
も
な
く
の
元
和
元
年
（
一
六

一
五
）
五
月
十
二
日
付
で
、
徳
川
秀
忠
付
老
中
の
土
井
利
勝
と
酒
井
忠
世
か
ら
、
大

名
達
に
対
し
て
、
大
坂
落
人
が
領
内
に
潜
伏
し
て
い
た
ら
捕
縛
し
、
そ
の
身
柄
を
京

都
へ
移
送
す
る
よ
う
指
示
が
布
達
さ
れ
て
い
（
（1
（
る
。
そ
の
後
の
大
坂
落
人
の
処
遇
に
つ

い
て
は
、
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
、
助
命
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
落

人
の
多
く
は
、
原
則
大
名
家
に
仕
官
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
元

和
九
年
（
一
六
二
三
）
閏
八
月
二
十
八
日
に
恩
赦
が
下
さ
れ
る
ま
（
（1
（
で
、
そ
の
立
場
は

不
安
定
な
ま
ま
だ
っ
た
。

し
か
し
太
兵
衛
は
、
先
述
し
た
通
り
、
大
坂
の
陣
で
戦
働
き
を
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
自
身
を
含
め
、
組
子
の
者
た
ち
の
戦
功
が
評
価
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
無
念
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
太
兵
衛
は
、
捕
縛
さ
れ
る
危
険
性
を
犯
し
て
で

も
、
加
賀
ま
で
出
向
（
（1
（
き
、
戦
功
の
証
明
を
行
お
う
と
し
た
（
16
）。
こ
こ
か
ら
も
、

戦
功
を
尊
ぶ
、
当
時
の
武
士
の
心
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

な
お
、
太
兵
衛
が
加
賀
へ
赴
い
た
時
期
は
「
次
第
」
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、「
家
康
公
ゟ
大
坂
籠
城
ノ
諸
浪
人
之
輩
、
御
改
易
之
御
法
度
厳
敷
御
座
候
」

（
16
）
と
あ
る
よ
う
に
、
先
に
取
り
上
げ
た
落
人
の
捕
縛
令
発
令
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遠

く
な
い
時
期
で
、
な
お
か
つ
家
康
が
生
存
し
て
い
る
間
に
出
向
い
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
家
康
は
元
和
二
年
四
月
十
七
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
大
坂
落
城
後
の

元
和
元
年
五
月
か
ら
同
二
年
四
月
の
間
が
該
当
し
よ
う
。

第
三
に
、
敵
味
方
を
越
え
た
武
士
間
交
流
の
具
体
的
な
有
り
様
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
加
賀
に
到
着
し
た
太
兵
衛
は
、
加
賀
藩
士
の
水
野
内
匠
、
酒
井
寿
庵
と
対
面

し
、
彼
ら
が
組
子
の
者
達
の
鑓
合
の
相
手
で
あ
る
こ
と
を
特
定
し
た
（
16
）。
し
か

し
、
太
兵
衛
の
鑓
相
手
に
つ
い
て
は
、
初
回
の
加
賀
訪
問
時
に
は
判
明
せ
ず
、
い
っ

た
ん
小
野
へ
と
帰
郷
し
て
い
る
（
17
）。
そ
の
後
太
兵
衛
は
、
水
野
・
酒
井
両
名
を

通
じ
て
、
自
身
の
鑓
合
の
相
手
で
あ
る
津
田
が
鑓
合
わ
せ
の
相
手
だ
と
特
定
し
た

（
18
～
19
）。

再
び
加
賀
を
訪
れ
た
太
兵
衛
は
、
津
田
と
甲
冑
の
色
（「
金
の
梨
内
の
甲
」）
や
鑓

傷
（「
甲
ノ
頂
辺
カ
眉
久
ニ
鑓
当
り
」「
下
ニ
歯
三
枚
突
折
」）
な
ど
、
実
際
に
当
時

被
っ
て
い
た
甲
ま
で
持
ち
出
し
て
微
細
に
確
認
し
合
っ
て
い
る
（
20
）。
そ
の
間
お

互
い
の
主
張
を
巡
り
、
時
に
口
論
に
発
展
す
る
場
面
も
あ
っ
た
（
23
）。
た
と
え
ば

津
田
が
、
太
兵
衛
ら
大
坂
方
の
戦
功
を
「
崩
口
の
（
（1
（
鑓
」
だ
と
過
小
評
価
す
る
と
、
太

兵
衛
は
、
御
宿
の
旗
が
前
田
陣
営
内
に
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
津
田
は
覚
え
て
も

い
な
い
と
非
難
し
て
、
加
賀
勢
を
「
眼
玉
見
へ
タ
ル
者
ハ
壱
人
も
無
之
」
な
ど
と
罵

倒
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
激
し
い
口
論
が
あ
っ
て
も
両
者
の
関
係
が
決
裂

す
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
津
田
を
は
じ
め
と
す
る
加
賀
藩
士

は
、
い
ず
れ
も
太
兵
衛
の
戦
功
を
証
明
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
こ
の
よ
う
に
加
賀

藩
士
が
協
力
的
で
あ
っ
た
一
因
と
し
て
、
当
時
の
加
賀
藩
内
の
事
情
が
関
係
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
加
賀
藩
で
は
元
和
二
年
に
、
岡
山
表
の
戦
い
を
含

む
、
大
坂
の
陣
に
お
け
る
藩
士
た
ち
の
論
功
行
賞
が
実
施
さ
れ
た
が
、
戦
功
の
優
劣

の
判
定
を
め
ぐ
り
、
家
臣
た
ち
が
互
い
に
意
見
を
譲
ら
ず
、
口
論
に
及
ん
だ
と
言

う
。
そ
の
た
め
、
加
賀
藩
は
そ
の
後
も
断
続
的
に
論
功
行
賞
の
や
り
直
し
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
（
（1
（
た
。
し
た
が
っ
て
加
賀
藩
士
達
も
ま
た
再
度
の
戦
功
吟
味
に
備
え
て
、
太

兵
衛
の
よ
う
な
戦
功
の
証
人
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
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注（
1
）　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
小
早
川
家
文
書
（
丹
波
国
船
井
郡
西
田
村
）』（
資

料
Ｉ
Ｄ
：
1
0
4
5
0
1
1
0
7
、
請
求
記
号
2
1
6
・
2
／
Ｋ
Ｏ
1‌

2
／
3
）
所

収
、
整
理
番
号
65
号
文
書
。

（
2
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
十
九
冊
、
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
七
三
年
、
五
六
九
～
五
七
九
頁
）。
な
お
、
文
字
情
報
の
み
の
収
載
と

な
っ
て
お
り
、「
覚
書
」
に
あ
る
絵
図
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

母
利
美
和
・
有
働
春
香
・
三
村
明
依
子
「
山
城
国
伏
原
家
文
書
・
伏
見
同
心
田
村

家
文
書
・
草
津
宿
助
郷
大
路
井
村
文
書
・
田
丸
城
古
記
・
丹
波
国
船
井
郡
西
田
村
小

早
川
家
文
書
」（『
史
窓
』
六
七
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
小
早
川
家
文
書
の
解
説
は

母
利
氏
執
筆
。

（
4
）　
「
早
川
太
兵
衛
勝
正
」（
柏
木
輝
久
『
大
坂
の
陣
豊
臣
方
人
物
事
典
』
宮
帯
出
版

社
、
二
〇
一
六
年
、
五
三
三
～
五
三
四
頁
）。

（
5
）　
「
小
早
川
家
覚
書
」
に
拠
れ
ば
、
丹
波
の
小
早
川
家
は
、
小
早
川
隆
景
の
養
父
・

詮
平
と
い
う
人
物
を
初
代
と
す
る
と
主
張
す
る
が
、
安
芸
小
早
川
家
側
の
系
図
か
ら

は
、
養
父
は
別
の
人
物
で
あ
り
、
詮
平
の
実
在
は
確
認
出
来
な
い
（
前
掲
注
3
母
利

論
文
参
照
）。

（
6
）　

小
早
川
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
西
田
村
の
百
姓
で
あ
っ
た
（
前
掲
注
3
母
利
論

文
参
照
）。

（
7
）　

文
書
目
録
・
概
要
に
つ
い
て
は
前
掲
注
3
母
利
論
文
参
照
。

（
8
）　

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
生
ま
れ
、「
彦
六
」
は
小
早
川
家
当
主
の
通
称
。「
覚

書
」
の
謄
写
本
作
成
時
の
明
治
二
十
年
に
は
、
西
田
村
他
九
ヶ
村
連
合
戸
長
を
務
め

て
い
た
（
佐
野
精
一
「
小
早
川
彦
六
君
」（『
京
都
府
会
議
員
列
伝
』
金
口
木
舌
堂
、

一
八
七
四
年
、
五
九
～
六
〇
頁
）。

（
9
）　

整
理
番
号
1
0
3
号
文
書
。

（
10
）　

大
坂
城
の
前
身
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
八
世
蓮
如
が
建
立
し
た
大
坂
（
石
山
）
御

坊
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
坂
城
内
に
は
現
在
も
、
蓮
如
が
袈
裟
を
掛
け
た
と
伝
わ
る

松
の
巨
大
な
枯
株
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
絵
図
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
大

坂
城
本
丸
の
天
主
脇
に
「
袈
裟
懸
の
松
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
北
川
央

『
大
坂
城
―
秀
吉
か
ら
現
代
ま
で
50
の
秘
話
―
』
新
潮
社
、
二
〇
二
一
年
、
一
七
八

～
一
八
二
頁
）。

（
11
）　
「
元
和
元
年
五
月
十
二
日
付
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
世
連
署
奉
書
写
」（『
佐
賀
県
近

世
史
料
』
第
一
編
第
二
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年
、
三
二
四
頁
）。

（
12
）　
「
元
和
九
年
閏
八
月
二
十
八
日
付
板
倉
重
宗
書
状
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
二　

浅
野
家
文
書
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八

年
、
一
六
六
頁
、
一
二
三
号
文
書
）。

（
13
）　

加
賀
領
内
で
も
、
落
人
の
捕
縛
徹
底
が
指
示
さ
れ
て
い
た
（「
元
和
元
年
五
月
十

六
日
付
前
田
利
常
書
状
」
石
川
県
美
術
館
編
『
前
田
利
常
展
―
官
営
の
加
賀
文
化

―
』
一
九
七
六
年
、
三
〇
頁
、
五
号
文
書
）。

（
14
）　
「
崩
口
の
鑓
」
は
「
鷺
の
捨
嘴
」
と
言
い
換
え
て
お
り
、
味
方
陣
営
が
敗
色
濃
厚

な
中
で
、
最
後
の
抵
抗
を
指
す
言
葉
。
概
し
て
大
勢
に
影
響
の
な
い
様
を
指
す
。

（
15
）　
「
三
壺
聞
書
」（
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
編
『
加
賀
藩
史
料
』
第
二
編
、
清
文
堂
出

版
、
一
九
七
〇
年
、
六
五
二
～
六
五
八
頁
）。

〔
付
記
〕
本
史
料
の
全
文
翻
刻
お
よ
び
画
像
の
掲
載
に
あ
た
り
、
所
蔵
館
で
あ
る
京
都
女
子

大
学
図
書
館
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
松
澤
克
行
氏
、
さ

ん
ご
の
会
（
第
四
次
）
の
会
員
の
皆
様
か
ら
様
々
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
一
般
共

同
研
究
（
二
〇
二
五
年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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